
L３F００7A3

アフターサービスのお問合せ

お客様相談窓口

弊社ホームページのお問合せフォーム
よりご相談ください。

※ お電話によるお問合せは承っておりません。

https://www.yamagiwa.co.jp/contact/

商品に関するご相談及びお問合せは、器具本体の表示に書

いてある型番をご確認のうえ、お買上げいただきました販売店・

工事店へご連絡ください。部品についてのお問合せは「部品名

称」のイラストをご参照ください。

VIBIA　WIREFLOW



１.取付面の施工

LED器具を直接AC100Vに
接続すると、器具が故障しま
す。必ず専用電源を使用して
設置してください。その他電
源の取り扱いは電源付属の取
扱説明書をご参照ください。

注意

施工寸法詳細

※図は129F-364Gの場合

B：ブラック

709OTI25/100-242
/600/DIM
×2台LED 2700K

（交換不可）
AC100-242V

50/60Hz

41W

21W

8.8 kgL3FB-02Z8-8B

L3FB-03Z5-8B

L3FB-06Z7-6B

L3FB-10Z1-6B

L3FB-11Z7-4B

L3FB-12Z4-4B 

129F-364B

129F-365B

129F-368B

129F-440B

129F-441B

129F-442B

8.5 kg

5.3 kg

5.1 kg

5.3 kg

4.6 kg

31W

３.フランジの設置・取付

天井に電源用の開口を設ける。

５.フランジカバーの取付

６.ワイヤーフレームの取付

７.点灯動作確認

４.器具リード線の結線

電源の電流値設定方法

ワイヤーフレーム取付方法

・フレーム取付部の溝に
フレーム用取付部品を
挿し込む。

・フレーム用取付部品
を挿し込んだ後に90°
回転させ、抜け止めが
はたらくようにする。

専用電源（別売）×2台

フランジベース部の取付用穴から天井にネジで固定す
る。（施工寸法詳細 参照）

※設置箇所に下地があるかを確認してください。

電源二次側線と器具から出ている結線用リード線
を結線する。

フランジカバーをフランジベース側の取付用マグネット
で取り付けて固定する。

フレームを器具ケーブル線に付属されたフレーム取付
部品に引っ掛けて固定する（図２）

２.専用LED電源（別売）の設置

・LED電源と一次側電線を結線し、天井裏に設置する。

※専用LED電源は電流値設定のスイッチを事前に操作
してください。（電源の電流値設定方法　参照）

・フレームの上下方向
の向きが正しいかを
確認する。

断面図

フレーム

取付部
上側

下側

電源を入電し、スイッチを操作して動作確認する。

※取付部が上側に位置
するように設置。

フランジベース

フランジカバー

器具ケーブル線

本体LED部

ワイヤー
フレーム

フレーム取付部品
※器具ケーブル線に付属

※フランジ外部で結線をする場合は、収納ボックス等
（別途）をご用意して、収納してください。
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カバー取付用
マグネット

ケーブル吊金具
電源は電流値可変タイプです。商品を正しく
使用するため、DIPスイッチを右図のように
設定してください。

注）出荷時の設定のまま電源を使用すると、
　　器具のLED光源が暗い状態で点灯しま
　　す。必ずスイッチを操作してください。

入力側 出力側
DIPスイッチ
カバーを開ける

・スイッチ３：ONに切替

・スイッチ１：
調光信号でどちらか選択
DALI対応…OFFの位置
PWM対応…ONの位置
※非調光の場合は操作不要

器具結線用ケーブル線

図２
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ケーブル長さの調整方法

ケーブル長さ（器具全長）は下記の方法で調整が可能です。

フランジ内部のケーブル吊金具を
押し上げながら、右図の要領でケ
ーブルを引っ張り上げて高さを調
整する。

注意

ケーブル長を200mm以上短くす
る等でフランジ内部にケーブルが
収納出来ない場合は、右図の指定
箇所でケーブルをカットし、結線
してください。
なお、その際は電気工事の有資格
者が加工を行ってください。

200mm以上調整の
場合、以下の位置の
ケーブルをカットし
て再結線

吊金具を押上げ
ケーブルを引き
上げる

電源本体

DALIPWM

※


